
識
の
共
有・向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
各
職
場
で
安
全
管
理

　
　
推
進
運
動
を
実
施

　
７
月
を
各
職
場
の「
安
全
管
理
推
進
運

動
強
調
月
間
」と
定
め
、
こ
の
期
間
に
各

職
場
で
は
、
安
全
管
理
推
進
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
研
修
や
安
全
管
理
推
進

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　
毎
年
の
体
制
整
備
と
安
全
運
動
の
取
り

組
み
は
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

な
る
強
化
が
必
要
で
す
。
今
後
の
安
全
管

理
の
取
り
組
み
と
し
て
次
の
５
項
目
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

①�

職
場
の
安
全
管
理
の
基
礎
知
識
の
向
上

と
職
務
上
の
安
全
管
理
体
制
の
強
化

②�

職
場
の
現
状
に
合
っ
た
安
全
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と
見
直
し
作
業
を

通
じ
た
職
員
全
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
理
解

の
徹
底

③�

職
場
内
に
お
け
る
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
組
織
の
危
機
対
応
能
力
の
強
化

④�

職
場
に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の

情
報
共
有
と
問
題
・
原
因
の
整
理
、
有

効
な
改
善
策
の
構
築

⑤�

安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指
す
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み

　
こ
の
よ
う
に
甲
賀
市
の
安
全
管
理
を
ど

の
よ
う
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

着
実
に
実
績
を
積
み
上
げ
向
上
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

市の安全管理体制の充実を図り

安心・安全の輪をまち全体へ
　
「
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
日
」の
７
月
31
日
、
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
つ

ど
い
を
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
職
員
、
教
育
関

係
者
な
ど
７
２
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
初
め
に
６
年
前
に
市
が
起
こ
し
た
四
万
十
川
水
難
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
お
二
人
へ
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
青
少
年
の
野
外
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
全
て
の
事

業
の
安
心・安
全
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
お
誓
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
、
市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
報
告
と
青
少
年
活
動
の
安
全
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

甲
賀
市
の
安
全
管
理
の

取
り
組
み
報
告

　
　
事
故
の
原
因
と
背
景
を

　
　
踏
ま
え
た
改
善

　
四
万
十
川
水
難
事
故
の
背
景
に
は
、
市
に
お

け
る「
安
全
管
理
体
制
の
不
備
」「
責
任
意
識
と

安
全
意
識
の
欠
落
」「
安
全
管
理
能
力
と
指
導
力

不
足
」「
目
的
・
目
標
達
成
の
た
め
の
役
割
分
担

の
不
備
」等
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
故
原
因
を
解
消
す
る
た
め
次
の

改
善
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
甲
賀
市
事
業
執
行
安
全

　
　
管
理
体
制
審
査
委
員
会

　
　
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

　
市
の
事
業
の
う
ち
特
に
危
険
要
因
を
多
く
含

む
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
前
に
審
査
委
員
会
を

開
催
し
、
安
全
管
理
体
制
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
。

　
審
査
委
員
会
で
は
、
事
業
に
伴
う
危
険
要
因

を
検
討
し
、
安
全
面
で
不
備
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
三
回
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
一
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

　
　
整
備
と
見
直
し

　
市
の
各
職
場
に
お
い
て
、
今
ま
で
培
っ

て
き
た
安
全
管
理
体
制
が
引
き
継
が
れ
る

よ
う
、
現
在
70
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
更
に
活
用
し
や
す
い
よ
う
に

見
直
し
を
行
う
と
共
に
、
新
た
に
必
要
と

な
る
事
業
に
お
い
て
は
追
加
作
成
し
て
い

き
ま
す
。

     　
「
職
場
安
全
管
理
推
進

　
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
」等
の

　
　
持
続
的
実
施

　
安
全
管
理
に
対
す
る
責
任
能
力
を
よ
り

強
化
す
る
た
め
、
各
部
局
長
を
総
括
責
任

者
と
し
て
１
２
１
の
職
場
ご
と
に
安
全
管

理
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
毎
年
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
７

月
２
日
に
開
催
し
た
研
修
で
は
、
身
近
な

取
り
組
み
事
例
に
基
づ
き
、
安
全
管
理
意

　
さ
ら
に
今
後
は
、
市
の
事
業
を
安
全
に

行
う
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
へ
と
安

心
安
全
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
事
故
や
け

が
を
効
果
的
に
予
防
し
、
安
全
な
地
域
社

会
を
目
指
す
世
界
基
準
の
取
り
組
み
で

す
。こ
の
し
く
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

市
民・関
係
団
体・行
政
が
分
野
の
垣
根
を

越
え
て
連
携
し
、
全
て
の
人
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○�

自
然
体
験
活
動
事
業
を
実
施
し
青

少
年
活
動
の
安
心・安
全
を
確
保

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
野
外
活
動
を
は

じ
め
と
す
る
青
少
年
活
動
の
安
心
・
安
全

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
主

に
以
下
の
自
然
体
験
活
動
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

1

3

2

4

5

～つどい「講演会」から～
「自然体験活動の安全管理」

大阪国際大学人間科学部教授
公益社団法人日本キャンプ協会理事

　　　　　　　高
たか

見
み

　彰
あきら

氏

　子どもたちにとって、キャン
プなどの自然体験活動を経験
することは、豊かな人生の基盤
となります。ところが、活動を
行う上では多くの危険が潜ん
でいます。そのため、主催者は
安全に配慮し、危険予知や危険
回避に努めなければなりませ
ん。
　安全意識は日常の心配りや
気配りから身につくものです。
特に主催者や指導者は、安全管
理の知識や技術を習得するた
めの研修を繰り返し受けるこ
とが大切です。

講演される高見彰氏

■ニンニン忍者キャンプ
　市内の青少年に親元と日常生活から離れ、技術や知識の習得
と仲間との関係づくりを学ぶ場を提供するため、４泊５日の
キャンプを希望が丘文化公園で開催しています。参加対象は小
学４年生から中学３年生までの男女50人の子どもたちです。
　また、指導する青年リー
ダーには、子どもたちとの
かかわりの中から、これま
での研修や体験を再確認し、
指導者としての基礎を学ぶ
機会としています。

■�青少年自然体験活動指導者等研修
　青少年の自然体験活動にかかわる市内の各種団体等の指導者を対象に、
毎年度２回開催しています。
　参加者は、同活動の意義と企画・実施に
おける安全対策の重要性を認識していく中
で、安全かつ効果的に事業が推進するため
の手法を学んでいます。
　今年度は第１回目を６月13日に「野外活
動時の安全管理」をテーマに開催しました。

■自然体験活動担当職員研修
　市の事業で自然体験活動を実施する担当者を対象
に、必要な知識や技能、心構えを習得するために開
催しています。
　今年度も５回の開
催の中で、緊急時に
対処するための心肺
蘇生法や水上安全の
ための着衣泳法等を
学びました。

▲ロープワークを学ぶ

▲事前研修会で危険予知トレーニング
▲心肺蘇生法を学ぶ
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